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１ 研究主題 

文章を正確に理解し，自分の考えを適切に表現する国語科の授業づくり 

～説明的な文章の複式指導を通して～ 

 
２ 研究主題設定の理由 

現代社会は，グローバル化の進展や技術革新等により目まぐるしく変化しており，今

後ますます予測困難な社会になっていくと言われている。そのため，文部科学省*１(2018)
は，そのような社会を担う子供たちに，社会の変化に主体的に関わり，感性を豊かに働

かせながらよりよい社会と幸福な人生の創り手となる力，いわゆる育成を目指す資質・

能力を身に付けさせる必要があるとし，「主体的・対話的で深い学び」の実現を通した授

業改善を求めた。  
国語科においては，「言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して国語で正確

に理解し適切に表現する資質・能力を育成すること」を目指し，「話すこと・聞くこと」，

「書くこと」，「読むこと」の全ての領域において学習過程を一層明確にし，「考えの形成」

に関する指導事項を位置付けるなどしている。また，「正確に理解し適切に表現する」と

は，学習指導要領によると，「国語で表現された内容や事柄を正確に理解する資質・能力，

国語を使って内容や事柄を適切に表現する資質・能力」とされている。どちらも「連続

的かつ同時的に機能するものであるが，表現する内容となる自分の考えなどを形成する

ためには，国語で表現された様々な事物，経験，思い，考え等を理解することが必要で

ある。」と示されている。 
本校では，昨年度まで，「自分の考えをもち，深め合う国語科の授業づくり」という研

究主題を基に研究を進め，文学的な文章を指導する際における学習計画表の工夫や，Ｉ

ＣＴの利活用等が考えを形成すること，考えを伝え，深め合うことに有効であるという

研究成果を得た。一方で，考えたり，表現したりするための基礎的な内容の理解ができ

ていない児童は，考えの形成に至らないという課題が出た。また，本校の課題として，

国語科が苦手な児童は，他教科の理解が不十分な傾向にあることから，今年度も国語科

を中心に授業改善を行う必要があるということが指摘された。  
他教科の教科書に書かれている文章を分析すると，説明的な文章で書かれていること

が多く，このことから説明的な文章を指導する際において，重点的に授業改善する必要

があると考えた。  
そこで，本研究では，まず，国語科の学習において，どのような課題があるのか，児

童に実態調査をし，実態とその要因を分析・把握する。次に，国語科の複式指導におい

て文章を正確に理解し，自分の考えを適切に表現する，その効果的な学習指導について

明らかにする。そして，検証授業を通して，成果と課題を整理していく。  
このような研究を通して，児童が文章を正確に理解し，自分の考えを適切に表現する

ことができれば，他者と考えを伝え合う中で，より深い理解や思考等を得ることにつな

がるのではないかと考え，本研究の主題を設定した。  
 

３ 研究の目標 

⑴ 児童に対する実態調査を分析し，国語科の学習における児童の実態を整理する。 

⑵ 国語科における複式指導において，説明的な文章に書かれている内容を正確に理解

し，自分の考えを適切に表現する効果的な学習指導を明らかにする。 

⑶ 検証授業などの分析や考察を通して，研究の成果と課題を明らかにする。 

 

*１） 文部科学省(2018) 『小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 国語編』 東洋館出版社 
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４ 研究の仮説 

  国語科における複式指導において，説明的な文章に書かれている内容を正確に理解し，

自分の考えを適切に表現する活動を充実させたならば，文章を正確に理解し，自分の考

えを適切に表現する児童を育成することができるのではないだろうか。 

 

５ 研究の実際 

⑴ 研究の計画 

  

 

 

 

 

⑵ 児童の実態について 

調査１より， 「教科書に書かれている文章の

内容が分かりますか。」と児童に質問したとこ

ろ，多くの児童が「分かる」と回答しているこ

とが分かった。一方で，否定的に回答している

児童が３人いることが分かった。否定的に回答

している児童に理由を聞いたところ，「文の内容

が難しい。」や「言葉の意味が分からない。」と

いった理由を挙げていることが分かる。よって，

「何を目的に読んでいるのか。」や「どのような

言葉に着目するのか。」などを児童に意識付けさ

せながら，丁寧に読み進めさせる必要があると

考えた。 

調査２より，「読んだことや聞いたことを整理

できますか。」と児童に質問したところ，「でき

ない」と回答した児童が多くいることが分かっ

た。また，両者に「整理の仕方」や「できない

と回答した理由」について質問したところ，時

間的な事柄に着目したり，事実や感想を区別し

たり，要旨を短くまとめたりすることについて

の言及がなく，整理の仕方が分からないといっ

た回答も目立った。よって，書かれている内容

から，どのような情報をどのように整理するの

かについて，指導を充実させる必要があると考

えた。  
調査３より，「自分の考えを伝えるときに工夫                 

していることは何ですか。」と児童に質問したところ，「話し方」については多くの児

童が回答した一方で，「事実と意見を分けること」や「引用」，「図やグラフを用いるこ

と」，「簡単に表現すること」，「内容のまとまりに気を付けること」など，これまでの

国語の授業で培ってきた学習内容について，言及している児童が少ないことが分かっ

た。よって，自分の考えを他者に伝える際には，「話し方」だけではなく，「どのよう

に自分の考えを表現するか。」や「何を伝えたらよいのか。」ということを明確にしな

がら指導に当たる必要があると考えた。  

基礎研究

社会の要請

児童の実態

指導上の課題

本研究
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調査１：教科書に書かれている文
章の内容が分かりますか。
① 分かる ６人
② 少し分かる １人
③ 分からないときがある １人
④ よく分からない １人
②〜④を回答した理由
・ 難しい文が多いから（２人）
・ 言葉の意味が分からないから（１人）

調査２：読んだことや聞いたこと
を整理できますか。
① できる ３人
② できない ６人
①→どのように整理していますか。
・ くわしく書く（２人）
・ 短く整理する（１人）
②→そう答えたわけは何ですか。
・ 整理の仕方が分からないから（３人）
・ どの言葉でまとめたらよいか分からず，
長くなってしまうから（２人）

・ 未回答（１人）

調査３：自分の考えを伝えるとき
に工夫していることは何ですか。
・ 話し方に関する工夫（６人）
・ 絵で伝える工夫（１人）
・ 短く伝える工夫（１人）
・ 事実と感想を分ける工夫（１人）

表１ 児童の実態について（質問紙法による） 
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⑶ 説明的な文章の複式指導における，文章を正確に理解し，自分の考えを適切に表現

させるための手立てについて  

ア 説明的な文章の複式指導における，文章を正確に理解させるための手立て 

① 単元のゴールの設定 

単元の初めに，学習計画表を作成する。     

その際，何を，どのような順番で，何を目    

的に学ぶのか，などについて児童と計画を 

立てることが重要であると考えた。国語の 

教科書に書かれている次の言語活動の単元 

を確認し，「単元のゴール」を児童と共有 

する。これにより，学習が目的的な活動に 

なり，見通しをもちながら学習に臨むことができると考えた（図１）。 

    ②  目的的な音読 

      齋藤*２（2013）は，「音読す   

ることで，『今まで見えてこ  

なかったもの』が見えてく 

る」と述べ，音読をすること 

の効果について言及した。全      

文をただ音読するのではな 

く，児童に考えさせたい部分 

を中心に音読させることにした。その際，音読に目的をもたせるために，めあて 

を設定した後に，「学習範囲や学習内容に関する発問」を児童にするなどして工夫 

した（図２）。 

      ③ ワークシートの工夫 

本校は，複式指導を行っているた  

め，自学ができる児童の育成は重要 

である。しかし，自学は，教師の適   

切な手立てが講じられていないと難  

しい一面をもっている。そこで，伊 

佐市の複式指導の手引き*３より，ワークシートを作成する際の３つの視点を意識

し，ワークシート作りを行った（図３）。また，児童が考える事柄を「明確」にし

たワークシート作りが重要であると考えた。具体的には，「書き抜く」のか，「叙

述から考える」のか，などがはっきりとしているということである。これにより，

児童は何をどのように考えるのかが分かったり，叙述の中の重要な語句に気付き

やすくなったりする効果があると考えた。 

      ④ 発問の工夫（牛尾ライン） 

授業の流れに即した発問を行うこと       

で，児童が思考をしたり，学習内容が  

明確になったりする。そこで，発問の 

流れを授業の流れに沿って，次のよう 

に整理した(図４）。導入，展開，終末 

という基本的な３つの段階において，   

教師がどちらの発問を中心に授業を組 

み立てるのか，「授業の流れは一過性である」という意味を込め，「牛尾ライン」

を本校の授業デザインとして構築し，実践することにした。 

図１ 単元のゴールの設定 

図２ 目的的な音読 

図３ ワークシート作りの視点 

*２） 齋藤達也(2013) 『１日 10 分！ 音読で国語の成績は必ず上がる！』 あさ出版 

*３） 伊佐市教育開発研究委員会 『伊佐市の複式学習指導』 

抽象的な発問
・ どうして？
・ なぜ？
・ どのように？

具体的
な発問

導入

具体的な発問
・ 何？
・ いつ？
・ どこ？
・ どれ？

抽象的な発問
・ どうして？
・ なぜ・
・ どのように？
・ つまり？

抽象的
な発問

具体的
な発問

展開 終末

牛尾ライン

図４ 牛尾ライン 
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⑤ 言語環境の充実 

     児童の実態の中に，「言葉の意味が分からない。」   

という実態があった。言葉そのものの意味を理解し  

ていないと，文章の理解が難しいと考えた。そこで， 

教室内の言語環境を充実させることで，児童が「楽 

しく，進んで」言語を獲得できるのではないかと考 

えた。本校では，３年前より，保護者に依頼し，「My 

国語辞典」を購入するようにお願いしており，学習 

中にいつでも意味調べができるように辞典を活用し 

ている。調べた語句は，付箋を貼ったり，マーカー 

で線を引いたりするなど，調べた語句をいつでも振 

り返られるように工夫した。また，授業の進行に合 

わせて，学習内容や重要語句の振り返りができる「学 

習の足跡」を掲示したり，「あわせて読みたい本コー 

ナー（並行読書）」の設置をしたりするなど，言語環 

境の充実を図ることにした（図５）。 

 

イ 自分の考えを適切に表現させるための手立て 

   ① 考えを伝えるときの５つのコツ 

文章の正確な理解を基に，    

形成した考えを適切に表現 

するために，国語科の学習指 

導要領の「Ｂ 書くこと ○ 

構成の検討 ○考えの形成， 

記述」に記載されている内容 

を分析すると，次の表のよう 

に整理される（表２）。 

これらの国語科における    

目標及び内容を国語科の指   

導において，自らの考えを形成，表現さ 

せる際に，点線に示した内容を授業者が    

意識して指導することにより，児童自ら 

自分の考えを適切に表現することができ 

ると考えた。よって，「考えを伝えるとき 

の５つのコツ」という掲示物を作成し（図 

６），年間を通して，児童にこれを意識さ 

せながら指導に当たることにした。 

   ② ロイロノートの活用 

伊佐市では，ＩＣＴ機器の活用が本格的 

にスタートしている。昨年度，本校の校内    

研究で，「ロイロノートを活用した学習は 

有効である。」という成果を得ていたため，考えを表現する際に「ロイロノート」 

が有効ではないかと考えた。株式会社 LoiLo*４（2020）によると，ロイロノートで 

は，自分の考えを様々な形で表現できる機能が備わっていると述べている（図７）。 

学習目標の達成のために有効である場合には，積極的に活用することにした。 

図５ 言語環境の充実 

第１，２学年 第３，４学年 第５，６学年

構成の検討

・事柄の順序に沿
う。

・書く内容の中心
を明確にする。
・内容のまとまり
で段落を作る。

・筋道の通った文
章にする。

考えの形成，記述

・内容のまとまり
が分かるようにす
る。

・自分の考えと理
由との関係を明確
にする。

・簡単に書く。
・事実と感想を区
別する。
・引用や図表，グ
ラフを用いる。

表２ 構成の検討，考えの形成，記述 

考えを伝えるときの５つのコツ
① 短い文で書きましょう。
② まず，～次に，～そして，を使いま

しょう。
③ 大事な文はさいしょに書きましょう。
④ わたしは○だと思います。なぜなら，

□だからです。の文を使いましょう。
⑤ 図や表，写真も使ってみましょう。

図６ 考えを伝えるときのコツ 

図７ ロイロノートの機能 

*４） 株式会社 LoiLo 『ロイロノート・スクール 授業実践事例＆活用法－小学校・中学校用－2020 Vol．１』 
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以上のような手立てを講じること  

で，国語科における複式指導におい  

て，説明的な文章に書かれている内 

容を正確に理解し，自分の考えを適 

切に表現する活動を充実させたなら 

ば，文章を正確に理解し，自分の考 

えを適切に表現する児童を育成する 

ことができると考え，取り組んだ 

（図８）。 

 

⑷ 検証授業 

① 単元 【第５学年】            【第６学年】 

資料を用いた文章の効果を考え，    表現の工夫をとらえて読み， 

それを生かして書こう         それを生かして書こう 

教材①「固有種が教えてくれること」  教材①「鳥獣戯画を読む」  
教材②「グラフや表を用いて書こう」  教材②「日本文化を発信しよう」  

② 単元について  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 研究構想図 

ア  単元の位置とねらい 
これまで子供たちは，第４学年「世界にほ

こる和紙」で中心となる語や文を確かめな
がら要約することや，「伝統工芸のよさを伝
えよう」で，理由や事例を挙げながら，パン
フレット等を作成し，他者によさを伝える
活動のおもしろさを感じてきている。 

そこで，説明的な文章を読み，論の進め方
や図表の効果について話し合わせ，そして，
図表を使って自分の考えを書かせること
で，資料の効果を生かしながら文章を作成
することのよさに気付かせることをねらい
として，本単元を設定した。 

教材「固有種が教えてくれること」は，地
図，表，写真，グラフといった多様な資料を
提示しながら筆者が主張を展開している。
また，教材「グラフや表を用いて書こう」は， 
資料を用いて自分の考えを裏付けながら，
意見を述べる文章を書く教材である。 

ここでの学習は，第６学年「表現の工夫を
とらえて読み，それをいかして書こう（教材 
鳥獣戯画を読む，日本文化を発信しよう）」
につながっていく。 

イ 指導上の基本的な立場 
「固有種が教えてくれること」では，ま

ず，筆者の考えの中心を捉えさせるために，
１学期の説明文で学習したことを想起させ
ながら「初め」「中」「終わり」の文章構成に
なっていることに気付かせる。 

次に，資料の効果を実感させるために，資
料からどんな情報が読み取れるかを考えさ
せる活動を取り入れる。また，資料があると
きとないときを比較させ，両者の場合，どの
ように感じるか，話し合わせる。 

そして，「グラフや表を用いて書こう」で
は，今までに読み取った「資料を用いた説明
の工夫」を活用して，統計資料を用いた意見
文を書かせる活動を通して，自分の考えを
裏付けながら意見を述べられるようにして
いきたい。 

ア 単元の位置とねらい 
  これまで子供たちは，第５学年「固有種  

が教えてくれること」で資料を用いた効果を 
考えながら読む活動や，「グラフや表を用い 
て書こう」で，目的に合った資料を選び文章 
を書く活動を通して，資料を用いて自分の考 
えを裏付けながら，文章を書く大切さについ 
て理解を深めてきている。 

そこで，筆者のものの見方や考え方，論の
進め方を捉えて読み進める活動や，日本文化
について調べたことをパンフレットの目的
や対象を明確にしながら作成する活動を通
して，表現の工夫を活用しながら文章等で表
現することのよさに気付かせることをねら
いとして，本単元を設定した。 

教材「鳥獣戯画を読む」は，筆者の絵の観
察を基に，絵の事実と感想・意見とを繰り返
し述べていることが特徴的な教材である。ま
た，「日本文化を発信しよう」は，日本文化に
ついて調べたことを構成や絵，写真等の見せ
方を工夫してパンフレットにまとめる教材
である。 

ここでの学習は，中学第１学年の要旨を把
握し，伝えたいことを明確にしながら書く学
習につながっていく。 

イ 指導上の基本的な立場 
「鳥獣戯画を読む」では，まず筆者の論の

展開を捉えさせるために，絵と絵巻物の二つ
の事柄についての評価を読み取らせる。 

  次に，筆者の表現の工夫を捉えさせるため 
に，漫画やアニメを例に出した理由や，文末 
表現の効果，絵を複数回に渡って示した理由 
などを考え，話し合わせ，筆者の表現の工夫 
を捉えさせる。 

そして，「日本文化を発信しよう」では，自
分が決めた題材を基に，調べた情報を読み手
に伝わるようにパンフレットにまとめさせ
る。そのために，パンフレットの割り付けを
話し合わせたり，「鳥獣戯画を読む」で学習
した筆者の表現の工夫を振り返らせたりし
て，学習を進めていきたい。 
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③ 指導計画（ゴシック体･･･本時） 

         【 ５年 】             【 ６年 】 

次 主な学習活動 指導上の留意点 主な学習活動 指導上の留意点 

① 

○ 範読を聞き，初発

の感想を書く。 

○ 学習計画を立て，

学習の見通しをも

つ。 
資料を用いた文章の

構成を考え，それをいか
して書ける人になろう。 

○ 問題意識と学習の
見通しをもたせるた
めに，教科書の「見通
しをもとう」を活用
する。また，言語活動
を設定し，学習意欲
をもたせる。 

○ 範読を聞き，おおま
かな内容を捉える。 

○ 学習計画を立て，
学習の見通しをも
つ。 
表現の工夫をとらえ

て読み，それをいかして
書ける人になろう。 

○ 問題意識と学習の
見通しをもたせるた
めに，教科書の「見通
しをもとう」を活用
する。また，言語活動
を設定し，学習意欲
をもたせる。 

② 

○ 文章を「初め」，
「中」，「終わり」の３
つに分け，筆者の考
えをまとめる。 

○ 筆者の考えをまと
めさせるために，強
調されている表現に
着目させる。 

○ 絵と文章を照らし
合わせながら読み取
る。 

○ 絵のどの部分を取
り上げているかにつ
いて捉えさせるため
に，叙述と絵の対応
している部分を赤で
囲ませる。 

③ 

○ 「中」のそれぞれの
段落に見出しを付
け，日本に固有種が
多い理由と，生き続
ける理由についてま
とめる。 

○ それぞれの段落に
見出しを付けさせる
ために，各段落の書
き出しに着目させ
る。 

○ 筆者の「絵」に対す
る評価を読み取る。 

○ 絵に対する評価を
読み取らせるため
に，絵についての事
実とそれをどう評価
しているかについて
書かれた文にサイド
ラインを引かせる。 

④ 

○ それぞれの資料が
どの部分と対応し，
何が読み取れるの
か，考える。 

○ それぞれの資料が
どの部分と対応して
いるのかを捉えさせ
るために，デジタル
教科書を活用し，視
覚的に捉えさせる。 

○ 筆者の「絵巻」に対
する評価を読み取
る。 

○ 絵巻に対する評価
を読み取らせるため
に，前時と同じよう
に読み，サイドライ
ンを引かせる。 

⑤ 

○ それぞれの資料の
効果について考え
る。（本時） 

○ 資料の効果を捉え
させるために，筆者
の立場と読み手の立
場の両方の視点から
考えさせる。 

○ 論の展開の中で，
「アニメや漫画」の
ことを出した理由に
ついて考える。 

○ 論の展開の工夫に
ついて捉えさせるた
めに，身近な例を出
すことの効果を考え
させる。 

⑥ 

○ 要旨にまとめる。 ○ 必要な情報が抜け
ていないか，不要な
情報がないか，など
を確かめさせるため
に，要旨をペアで読
み合わせる。 

○ 筆者の表現の工夫
や絵の示し方の工夫
について考える。 

 （本時） 

○ 筆者の表現の工夫
や絵の示し方の工夫
を捉えさせるため
に，音読のリズム感
や絵がつながること
で，何を表現した
かったのかを考えさ
せる。 

⑦ 

○ 統計資料の読み方
を知る。 

○ 統計資料の読み方
を理解させるため
に，目盛り，調べた時
期等に着目させる。 

○ 日本文化について
書かれた図書資料を
読み，表現の工夫を
意識しながら読む。 

○ 表現の工夫に着目
させるために，前時
の学習の振り返りを
させる。 

⑧ 

○ 自分の選択した
テーマに対する資料
を探し，資料から分
かる事実と自分の考
えを書き出す。 

○ 選んだ資料を正確
に読み取らせるため
に，「統計資料の読み
方」を振り返らせる。 

○ 題材を決め，パン
フレットの構想を練
る。 

○ 題材についてくわ
しく調べる。 

○ 題材を決めさせる
ために，P151「まとめ
よう」の著書を参考
にさせる。 

○ 情報を調べさせる
ために，著書やイン
ターネットを活用さ
せる。 

⑨ 

○ 何を，どの順序で
書くのかを考える。 

○ 資料を用いて自分
の意見を書く。 

○ 何を，どの順序で
書くのかを考えさせ
るために，「書き方の
例」を参考にし，「初
め」，「中」，「終わり」
の構成を意識させ
る。 

○ パンフレットの構
想を決め，割り付け
を考える。 

○ パンフレットにま
とめる。 

○ 読み手に情報が伝
わるパンフレットを
作成させるために，
読み手や最も伝えた
いことを明確にして
構想を決めさせ，割
り付けをさせる。 
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⑩ 

○ 資料を用いて自分
の意見を書く。 

○ 何を，どの順序で
書くのかについて考
えさせるために，「書
き方の例」を参考に
し，「初め」，「中」，「終
わり」の構成を意識
させる。 

○ パンフレットにま
とめる。 

○ パンフレットにま
とめさせるために，
「紙面の例」などを
参考にさせながらパ
ンフレットを作成さ
せる。 

⑪ 

○ 書いた文章を友達
と読み合い，感想を
交流する。 

○ 自分の書き方を振
り返らせるために，
資料の用い方や構成
の仕方について，意
見や感想を交流させ
る。 

○ パンフレットを読
み合い，感想を伝え
合う。 

○ 自分が生かした表
現の工夫を振り返ら
せるために，パンフ
レットを読み合い，
意見や感想を交流さ
せる。 

 

④ 本時の実際（Ｔ･･･教師 Ｃ･･･児童 Ｇ･･･ガイド役） 

       【 ５年 】             【 ６年 】 

過 程 主 な 学 習 活 動 
教師の

位置  主 な 学 習 活 動 過 程 

見
通
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
か
む 

 
 

 

考
え
る 

１ 学習問題を設定する。 

Ｔ 今日は学習計画のどこをしま

すか。 

Ｃ  資料の効果について考えま

す。 

Ｔ 資料について，もっとも端的

にまとめている部分はどこです

か。 

Ｃ  表 題 で

す。 

Ｔ  そ れ で

は そ れ ぞ

れ の 資 料

の表題を音読しましょう。 

Ｃ （表題の音読） 

Ｔ 今日は資料の効果について考

えていきましょう。 
 
 
 
２ それぞれの資料の効果につい

て考える。 
Ｔ それぞれの資料は読み手に何

を伝えたかったのか，先日学習
した内容を振り返りましょう。 

Ｔ  資料○は，読み手に伝えた
かったことは何ですか。 

Ｃ ○○ということを伝えたかっ
たのだと考えられます。 

Ｔ もし，資料○がなかったらど
うですか。 

Ｃ もしなかったら，読み手は○
○が分からないと思います。 

Ｔ それでは， 

ノートにそれ 

ぞれの資料の 

効果について， 

自分の考えを書きましょう。 

 １ 前時を振り返り，学習問題を確
認する。 

Ｇ 前回は，筆者がアニメや漫画を
例に出した目的について考えま
した。身近な例を出すことで，読
み手に理解させやすくするため
の工夫だということが分かりま
した。 

Ｇ 今日は，
学 習 計 画
表 に あ る
ように，表
現 や 絵 の
示 し 方 の
工 夫 に つ
い て 考 え
ます。めあてを確認します。 

 
 
 
Ｇ 表現や絵の示し方の工夫をし

ているのは，どの段落までです
か。 

Ｃ 第６段落

までです。 

Ｇ では，音

読します。     

（ 学習範囲の音読 ） 

２ 筆者の表現の工夫と絵の示し

方の工夫について考える。  

Ｇ では，ワークシ 

 ートの③～⑤を進 

めましょう。 

 

 

 

 

振
り
返
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
か
む 

 
 

見
通
す 

 
 

 
 

考
え
る 

 筆者はなぜ，表現や絵の示し方を
工夫したのだろうか。 

 それぞれの資料には，どのような
効果があるのだろうか。 

表題の音読の様子 

学びの足跡 

音読の様子 

自学を 促す ワーク シー ト  

自分の考えを書く様子 

自分の 考え を書く 様子  
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調
べ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
め
る 

 

３ ノートを写真に撮り，ロイロ
ノートに提出する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ みんなの考えを基に，資料の

効果について話し合う。 
Ｇ みんなの考えを基に，それぞ

れの資料の効果について考えま
す。みんなの考えの中で，似た
ような部分や同じような部分は
ありませんか。 

Ｃ わたしは，「図」で示すことで，
物事の順序が分かりやすくなる
効果があると思いました。 

Ｃ ぼくは「写真」を示すことで，
筆者の紹介したいものの見た目
が，すぐに分かる効果があると
思いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 考えを発表する。 
Ｔ どのような考えが出てきまし

たか。 
Ｇ 表では数字が使われていて分

かりやすい効果という考えが出
てきました。 

  図では，順番が分かりやすい
という効果があるという考えが
出てきました。 

  写真では，見た目が分かりや
すいという効果があるという考
えが出てきました。 

６ 授業のまとめをする。 
Ｔ ３つの資料に共通している効

果は何でしょうか。 
Ｃ 文章に書いていないことを伝

えていることでより分かりやす
い効果があります。 

Ｃ 情報を短く伝えることで，よ
り分かりやすくなる効果がある
と思います。 

 
 
 
 

 ３ 自分の考えをホワイトボード

に書き，黒板に貼る。 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 児童が二人しかいないため，教

師が予め考えを書いたホワイト

ボードを準備し，それを掲示させ

た。 

Ｔ どのような考えが出てきまし

たか。 

Ｃ 文末の表現の工夫では，人間ら

しさを表現したり，実況している

ような雰囲気を出したりするた

めという考えが出ました。 

Ｃ 絵の示し方の工夫では，アニメ

や漫画を表現するためという考

えが出ました。 

５ 授業のまとめをする。 

Ｇ 今日の授業のまとめを考えま

しょう。 

 

 

 

 

 

Ｔ 二人の考えたまとめを発表し

てください。 

調
べ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
と
め
る 

 

提出された児童の考え 
ホワイトボードに書く様子 

 絵を分けて示した理由は，漫画

やアニメを表現したかったから

だと思います。 

ガイドの進行 ガイドの板書 発 表 

まとめをしている様子 

Ｃ  出 て き

た考えの共

通点を中心

にまとめて

いこう。  

 書いていないことを伝える効果
や，情報を短く分かりやすく伝え
る効果がある。 

 筆者は読み手を引きつけたり，
わくわくさせたりするために，表
現の工夫をした。また，これらの工
夫をすることで，読み手に興味を
もたせようとした。 
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６ 検証授業後の児童の実態 

  検証授業後，実態を調査したところ，次のような実態が得られた。（表２） 

【５年】それぞれの資料の効果は何ですか。 
※ 表 
○ 数字が書いてあり，より分かりやすく

なる効果           ６人  
○ その他           １人  
※ 図 
○ 順序が分かりやすい効果   ３人  
○ 説明を補う効果       ３人  
○ その他           １人  
※ 写真 
○ 見た目が分かりやすい効果  ７人  

【６年】 資料を読み，図の示し方の工夫は 
何だと思いますか。 

５年生は，資料の効果について質問したところ，多   表２ 検証授業後の児童の実態 

 くの児童が表や図，写真について，より具体的に資料

の効果を述べることができた。これは，学習計画の中

で，資料と本文のどの部分が対応しているかを探した

り，表題を音読したり，資料があるときとないときの

違いを基に考えさせたからだと考えられる。 

  ６年生は，並行読書の「花火の大図鑑＊５」より，図

の示し方の工夫について質問したところ，２人とも，

図と花火の打ち上がる様子が対応していることを指

摘することができた。これは，教材文を扱う中で，筆

者がアニメや漫画を例として出しながら説明をする

工夫や，絵巻物を分けることでアニメや漫画を表現し

ている工夫を自学の中で考え，捉えることができたか

らだと考えられる。また，次単元で，意見文やパンフ

レットを作成させたところ，５，６年生すべての児童

が資料の効果を生かしながら意見文を書いたり，構成

や文章の表現を工夫しながらパンフレットを作成し

たりすることができた。（図９） 

 

７ 成果と課題（○･･･成果 ●･･･課題） 

 ○ 単元のゴールを設定することで，児童が目的をもって文章を理解しようとしていた。 

 ○ 目的的な音読をすることで，児童が学習内容や学習範囲を理解し，児童の学習問題

に対する意識が高まり，文章（問題）の正確な理解につながった。 

 ○ 内容が整理され，板書と対応したワークシートは，児童の自学につながった。 

 ○ 「牛尾ライン」を意識した発問は，抽象的な内容を考える時間と，具体的な内容を

考える時間が明確化し，児童の思考の深まりにつながった。 

 ○ ＩＣＴを活用することで，考えを表現する際の自由度が高まった。また，他者との

考えの比較が容易にできた。 

 ● 言語活動を単元のゴールと位置付けた単元構想となっていたが，文章の読み取りと

言語活動との関連を意識できない児童は，主体的な学びにつながっていなかった。よっ

て，児童が主体的に文章と関われるための更なる手立ての研究が必要である。 

 ● ＩＣＴの利活用を通して，考えの比較は容易にできた。一方で，どのような視点で

児童が他者の考えを分析したり，話し合ったりしたらよいかが不明確であった。よっ

て，より深い学びへつなげるための更なる手立ての研究が必要である。 

「花火の大図鑑」 

監修：日本煙火協会 

花火の打ち上

がる様子に合わ

せて図が示され

ている。（２人） 

*５） 日本煙火協会(2009) 『職人の技が光る 花火の大図鑑 種類，作り方から歴史まで』 ポプラ社 

図９ 児童が作成した意見文，パンフレット 
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